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図. 低コスト耐震補強フロー 

 

木造住宅 低コスト 耐震補強の手引き 

［2025 年度版図表携帯版］ 

（ ）は対応する章を示す 

END 
OK 

START 

YES 

 

 

個別補強設計 

NG 

NG 

NO 

OK 

A.初期診断 

大規模リフォームをする 

必要耐力算出 

壁補強計画 

基礎、接合部 部分補強併用計画 

＜参考＞(3.1) 工法評価シート 

(2.4) 工法一覧表・選択表 

(2.5) レーダーチャート 

C.補強設計診断 

概算コスト判断 

工事費見積り 

＜参考＞(4)見積例 

YES 

YES 

D.業者契約・施工へ 

＜参考＞(3.1)施工要領 

屋根の葺き替えをする 

全面的に基礎、接合部を補強する 

レーダーチャート 

耐震補強工法 選択表 

4

2

34

5

　W-015ｃ
あんしん
かべ強化

2

5

34

5

A-131
上下あき

B.詳細診断 

NG 

END 
OK 

 

壁基準耐力 3.0～5.0kN/m 5.0～7.0kN/m 

床天井解体 有 無 有 無 

2 万円以下  A-131 上下あき 
A-233 上下あき 

A-241 1 間薄桟 
A-242 1 間横 
A-334 かさ上げ 
A-335 裏桟なし 
A-433 裏桟なし 
A-435 アルミ 
A-442 1 間横 

 A-134 かさ上げ 

A-232 上下あき 

A-234 上下あき 

A-432 裏桟あり 

 

3 万円以下  A-161 押入 

A-455 長押 

A-213 

裏桟なし ガーディアンシールド 

4 万円以下 A-112 間柱なし 

A-113 裏桟なし 

A-222 1 間横 

A-311 標準真壁 

A-422 1 間横 

 A-111 

標準大壁 

A-413 

裏桟なし 

 

かべ大将 
 

6 万円以下 A-273 370 開口 

A-312 間柱なし 

A-313 裏桟なし 

A-316 アルミ 

 A-911 

二ッ割 

筋かい 

あんしん かべ強化 

ガーディアンウォール 

あんしん 

6 万円超え A-173 370 開口 

A-473 370 開口 

Hi ダイナミック 

ＴＲＣダンパー 
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１.低コスト耐震補強 推奨設計ルート 

表. 診断プロセスと推奨ルート 

診断プロセス 
耐震診断 改修設計 施工 

A.初期診断 B.詳細診断 C.補強設計 D.耐震改修 

ルート 
①一般診断法 

総 2 階荷重、四分割法 

②一般診断法(詳細法) or ③ 

精算法又は簡易 Ai 法、偏心率、N 値計算 
－ 

費用提示 
単位費用による 

概算コスト 

単位費用による 

概算コスト提示 

補強コスト提示 

正式見積り 
－ 

（注） ・詳細法 ：「精算法、偏心率、N 値計算」を活用する一般診断法 

 ・単位費用 ：愛知県下の耐震改修工事統計資料より算出 

 

表. 耐震診断・補強設計ルート表 

項 目 一般診断法 精密診断法１ 

必要耐力 

 

 

 

配置バランス 

  

劣化低減 

  

柱接合部低減 

  

壁基準耐力  
 

（注） ・簡易 Ai 法：建防協設計法の表 4.4 を用いる方法 

・Ai 法 ：建防協設計法の「4.3.2 必要耐力(2)建築基準表施行令に準じて求める方法」に記載され

る、簡易 Ai 法を除く方法 

・QA3.89 ：(一財)日本建築防災協会ウェブサイトに掲載される質問・回答集（2019.12.13）の

「QA3.89」 

診断法別の必要耐力算出例「重い建物で屋根のみ軽い屋根仕様の場合」 

 

 

図. 設計ルートによる必要耐力比較 

総 2 階荷重 精算法 簡易 Ai 法 

 

Ai 法 

4 分割法 偏心率 

全体低減 部位低減 

部位低減 部位低減 N 値考慮可 

標準仕様耐力表 標準＋追加仕様耐力表＆準耐力壁対応 

QA3.89 

大きい低減を採用 

ルート① ルート② 

1 階必要耐力 2 階必要耐力 

Rf=0.5 のとき 

②/①=0.61 

③/①=0.56 

Rf=0.5 のとき 

②/①=1.09 

③/①=0.88 

ルート③ 

部位低減 

N 値考慮可 

→2 階が小さいので 1 階で

6 割程に低減 

一般診断法 一般診断法(詳細法) 
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２.推奨ルートによる評点の推移と補強の考え方 

 

一部 2 階の場合 

 

 

 

【ルート① 一般診断法による耐震診断】 

階 方向 Qu eKfl dK edQu Qr 評点 不足耐力 必要壁枚数 

2 
X 24.10 0.84 0.88 17.71 29.08 0.60 11.37 3 

Y 12.85 0.65 0.88 7.30 29.08 0.25 21.78 6 

1 
X 78.37 0.83 0.88 56.91 116.78 0.48 59.87 15 

Y 46.30 0.89 0.88 36.05 116.78 0.30 80.73 21 
 

【一般診断法（精算法＋偏心率）】 

階 方向 Qu eKfl dK edQu Qr 評点 不足耐力 必要壁枚数 

2 
X 25.84 1.00 0.88 22.61 33.55 0.67 10.94 3 

Y 12.85 1.00 0.88 11.24 33.55 0.33 22.31 6 

1 
X 78.37 1.00 0.88 68.57 86.68 0.79 18.11 5 

Y 46.30 1.00 0.88 40.51 86.68 0.46 46.17 12 

 

【ルート② 一般診断法（詳細法：精算法＋偏心率＋N 値計算）】※減災協推奨ルート 

階 方向 Qu eKfl dK edQu Qr 評点 不足耐力 必要壁枚数 

2 
X 28.81 1.00 0.88 25.20 33.55 0.75 8.35 3 

Y 12.85 1.00 0.88 11.24 33.55 0.33 22.31 6 

1 
X 81.47 1.00 0.88 71.28 86.68 0.82 15.40 4 

Y 47.21 1.00 0.88 41.30 86.68 0.47 45.38 12 

 

【ルート③ 精密診断法 1（簡易 Ai 法）】※減災協推奨ルート 

階 方向 Qu Fe Fs edQu Qr 評点 不足耐力 必要壁枚数 

2 
X 31.02 1.00 1.00 31.02 32.18 0.96 1.16 1 

Y 13.92 0.88 1.00 12.24 32.18 0.38 19.94 5 

1 
X 83.47 1.00 1.00 83.47 72.30 1.15 0.00 0 

Y 48.51 1.00 1.00 48.51 72.30 0.67 23.79 6 

 

補強の考え方        配置低減をなくす!! 

階 方向 Qu Fe Fs edQu Qr 評点 不足耐力 必要壁枚数 

2 
X 31.02 1.00 1.00 31.02 32.18 0.96 1.16 1 

Y 13.92 1.00 1.00 13.92 32.18 0.43 18.26 5 

1 
X 83.47 1.00 1.00 83.47 72.30 1.15 0.00 0 

Y 48.51 1.00 1.00 48.51 72.30 0.67 23.79 6 

 

 

 

 

 

 

＜診断法により評点が変化する理由＞ 

「一般診断法」では可能な限り簡易な診断を可能にする

ため工夫された診断法のため、評点のばらつきが大きく

非常に厳しめの評価となります。一方、ルート②一般診

断法（詳細法)やルート③精密診断法 1（簡易 Ai 法）に従

って診断をすると評価の精度が上がり、ルート①一般診

断法よりもばらつきが小さくなって全体的に高い評点が

算出されます。 

精算法＋偏心率 
詳

細

法

に

よ

る

効

果 

ルート② 

一般診断法（詳細法） 

ルート① 

一般診断法 
  

N 値計算 

診断法変更 

凡例 

Qu ：壁・柱の耐力 (kN) eKfl ：耐力要素の配置等による低減係数 

dK ：劣化による低減係数 Fe ：偏心率と床仕様による低減係数 

Fs ：剛性率による低減係数 edQu ：保有耐力 (kN) 

Qr ：必要耐力 (kN) Qr - edQu ：不足耐力 (kN) 

(Qr - edQu) / 4 ：必要壁枚数 (枚/4kN) 
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３.減災協 2025年度版 A工法  

(1)Ａ工法 評価番号 低減係数α 一覧表 

百の位 A-100 大壁 構造用合板 厚 9mm A-200 大壁 構造用合板 厚 12mm 

十の位 10 半間 
30 上下 

あき半間 

60 押入 

 半間 
70 開口 10 半間 20 1 間 

30 上下 

あき半間 

40 上下 

あき 1 間 

60 押入 

 半間 
70 開口 80 開口 1 間 

一 

の 

位 

1 

裏
桟
あ
り 

A-111  

α=1.0 

 

厚 9 

@150 

A-131 

α=0.8 

 

厚 9 

@150 

A-161 

α=0.6 

 

厚 9 

@150 

  

 

 A-241 

(旧 A-244) 

α=0.7 

厚 12 

@100 

   

2 

裏桟

あり

間柱

なし 

A-112 

α=0.8 

 

厚 9 

@150 

    A-222 

α=0.9 

 

厚 12 

@100 

A-232 

α=1.0 

 

厚 12 

@100 

A-242 

α=0.6 

 

厚 12 

@100 

   

3 

裏
桟
な
し 

A-113 

α=0.7 

 

厚 9 

@100 

  A-173 

α=0.6 

厚 9 

@100 

A-213 

α=1.0 

 

厚 12 

@100 

A-223 

α=0.4 

 

厚 12 

@100 

A-233 

α=0.7 

 

厚 12 

@100 

A-244(新) 

α=0.5 

 

厚 12 

@100 

A-263 

α=0.35 

 

厚 12 

@100 

A-273 

α=0.9 

 

厚 12 

@100 

 

4 

そ
の
他 

 A-134 

A-111 

と同等 

 

厚 9 

@150 

   A-234 

  

α=1.0 

厚 12 

@100 

 A-274  

α=0.4 

(0.2) 

厚 12 

@100 

A-284 

α=0.3 

 

厚 12 

@100 

 

百の位 A-300 真壁 構造用合板 厚 9mm A-400 真壁 構造用合板 厚 12mm 

十の位 10 半間 20 1 間 
30 上下 

あき 半間 

50 長押 

 半間 

60 押入 

 半間 
10 半間 20 1 間 

30 上下 

あき 半間 

40 上下 

あき 1 間 

50長押 半間 

80 長押 1 間 

60 押入 

70 開口 

一 

の 

位 

1 

裏
桟
あ
り 

A-311 

 

 

厚 9 

@150 

          

2 

裏桟 

あり 

間柱 

なし 

A-312 

α=0.7 

 

厚 9 

@150 

     A-422 

α=0.9 

 

厚 12 

@100 

A-432 

α=1.0 

 

厚 12 

@100 

A-442  

α=0.6 

 

厚 12 

@100 

  

A-463 

α=0.3 

 

厚 12 

@100 
3 

裏
桟
な
し 

A-313 

α=0.6 

 

厚 9 

@100 

    A-413 

α=1.0 

 

厚 12 

@100 

A-423  

α=0.4 

 

厚 12 

@100 

A-433 

α=0.8 

 

厚 12 

@100 

 A-453 

α=0.5 

 

厚 12 

@100 
A-473 

α=0.7 

 

厚 12 

@100 4 

そ
の
他 

  

 

 

A-334 

A-311 

と同等 

 

厚 9 

@150 

       

A-455 

α=0.7 

 

厚 12 

@100 

 

5 

ア
ル
ミ
縦 

  A-335 

α=0.7 

 

厚 9 

@100 

A-355 

α=0.5 

 

厚 9 

@100 

A-365 

α=0.3 

 

厚 9 

@100 

 
 A-435 

α=0.8 

 

厚 12 

@100 

 A-465 

α=0.4 

 

厚 12 

@100 

 

A-485 

α=0.25 

 

厚 12 

@100 
6 

ア
ル
ミ
四
方 

A-316 

α=0.7 

 

厚 9 

@100 

A-326 

α=0.3 

 

厚 9 

@100 

    A-426 

α=0.4 

 

厚 12 

@100 

   

 

百の位 A-800 土壁 A-900 筋かい  

壁基準耐力 

 

 

 

十の位 10 半間 10 半間 30 上下あき 10 半間 

一 

の 

位 

1 

標
準 

A-811 A-821 A-831 A-911 

2 
1隅 
欠
け 

A-812 A-822   

3 
2隅 
欠
け 

A-813 

4 
4隅 
欠
け 

A-814 
5 
面
材
補
強 

A-835  

a
b

d
c

a
b

370

3
7
0

1820以下

a
b

a
b

d
c

a
b

2
0

（
端
部
）

2
0
（
端
部
）

a
b

c

a
b

c

1820以下

α=1.0 α=0.4 α=0.5 

b b
a

α=0.8 α=0.45 

50
0

200

b

5
0
0

200

α=0.45 α=0.6 

50
0

200

5
00

200

b
a

α=0.6 

50
0

200

    α  は、標準大壁に対する低減係数    α  は、標準土壁に対する低減係数 

A-111 標準大壁 5.2 kN/m 

A-311 標準真壁 5.0 kN/m 

A-811 標準土壁 40～ 
塗厚 50～ 

70～ 
90～ 

2.4 kN/m 
2.8 kN/m 
3.5 kN/m 
3.9 kN/m 

A-911 二ツ割筋かい 
   たすき掛け 

6.4 kN/m 

 

a
b

a
b

A-111 カ α=1.0 

A-111 マ α=0.8 

A-111 タ α=0.8 

A-213 カ α=1.0 

A-213 マ α=0.8 

A-213 タ α=0.8 

A-233 カ α=0.7 

A-233 マ α=0.5 

A-233 タ α=0.5 

5
0
0

200

5
0
0

a
b

1820以下

A-222 カ α=0.9 

A-222 マ α=0.7 

A-222 タ α=0.7 

1820以下

a
b

2
0

（端
部
）

2
0
（
端
部
）

a
b

a
b

d
c

2
0

2
0

2
0

2
0

a
b

c
2
0

2
0

2
0

2
0

a
b

d
c

2
0

2
0

2
0

2
0

a
b

a
b

c
2
0

2
0

2
0

2
0

a
b

d
c

2
0

2
0

2
0

2
0

a
b

a
b

c
2
0

2
0

2
0

2
0

1820以下
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(2)Ａ工法 仕様別一覧表 

 

 

構成部材 イメージ図 部材 品番 

間柱あり 

 

 

 

 

 

三つ割材以上 A-111,131,134,161 

A-274,284 

A-311,334 

四方受材 

あり 

 

 

 

 

 

奥行 30mm 以上 

見付 40mm 以上 

A-311,334 

45×45mm 以上 

N75 @150 

または N90 @200 

A-311,312,313,334 

A-413,422,423,432,433, 

442,453,463,473 

継手受材 

あり 

 

 

 

 

 

奥行 30mm 以上 

見付 90mm 以上 

柱に 2-N75 斜め打ち 

A-111,112,131,134 

A-222,232,234,241,242 

A-311,312,334 

A-422,432,442 

上下受材 

あり 

 

 

 

 

 

奥行 90mm 以上 

見付 45mm 以上 

柱に 2-N75 斜め打ち 

A-131,161, 

A-232,242,274,284 

奥行 30mm 以上 

見付 90mm 以上 

四方受材に 2-N75 斜め打ち 

A-432,442 

上下受材 

薄桟あり 

 

 

 

 

 

奥行 30mm 以上 

見付 90mm 以上 

柱に 2-N75 斜め打ち 

A-234,241,244(新) 

かさ上げ材 

あり 

 

 

 

 

 

奥行 90mm 以上 

見付 45mm 以上 

横 架 材 、 か さ 上 げ材 に

N90 

A-134 

A-334 

裏桟なし 

（継手受材

上下受材 

なし） 

 

 

 

 

 

 A-113,173 

A-213,223,233,263,273 

A-313 

A-413,423,433,473 

釘@100 

アルミ 

下地材 

縦 

 

 

 

 

 

アルミ不等辺 

アングル 

9×40 t=1.5 以上 

木ビスφ3.8×L32 

A-335,355,365 

A-435,455,465,485 

 

ビス等@100 

アルミ 

下地材 

四周 

 

 

 

 

 

アルミ不等辺 

アングル 

9×40 t=1.5 以上 

木ビスφ3.8×L32 

A-316,326,426 

 

ビス等@100 

a
b

d
c

2
0

2
0

2
0

2
0

a
b

a
b

c
2
0

2
0

2
0

2
0

a
b

a
b

370

3
7
0

a
b

a
b

d
c

a
b

2
0

（
端
部
）

2
0
（
端
部
）

a
b

a
b

a
b

2
0

（
端
部
）

2
0
（
端
部
）

a
b

d
c

a
b

2
0

（
端
部
）

2
0
（
端
部
）

a
b

a
b

c

＜特記なき限り＞ 

空き寸法：上部 a+下部 b≦370、中間 c+d≦400 

構造用合板留め付け：N50 又は CN50 9 ㎜@150、12 ㎜@100 
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(3)切欠きルール、穴あきルール 

■切欠き 

・認めない。ただし、部分開口合板補強に該当すれば、それに準ずる。次頁参照。 

■穴あき 

・構造用合板四周が土台・柱・梁に規格通り留められ、桟等で囲まれた区画ごとに□500mm 以下の開口部

であれば可とする。 

・開口部際に桟等がない場合、面材の開口部を含む区画で囲まれた範囲を開口面積とする。 

・複数個ある開口の大きさは、桟（胴縁）に囲まれた区画ごとに包絡形で考える。 

・区画内に単独の孔φ150 以下は可とする。 

・中央の孔が間柱を切って
　いるので、区画が一体となる
　みなし開口部が□500超える
　　⇒不成立

□100
・単独孔□100はφ150以下
　である
　　⇒　成立

合算して□500以内

・開口部の周囲に一部桟が
　ないが、区画されたみなし
　開口部が□500以内である
　　⇒成立

φ150

φ150

□500以内

φ100

φ100
□370を超える切欠き

・区画内に孔は単独
φ150以下である
　　⇒成立

・開口部周囲は留まっている
・開口部は□500以内である
　　⇒成立

・開口部は□500以内かつ周囲に
　桟などはあるが、□370を超え、
　開口部の4周に合板のない部分が
　ある
　　⇒不成立

同区画にφ100が離れて2個
・包絡形で考えるとみなし開口部が
　□500を超える　　　　　の範囲
　　⇒不成立

・この場合、区画を□500以内に
　区切れば、成立

φ150

□100

□500以内
・開口部周囲は留まっている
・開口部は□500以内である
　　⇒成立

□150

□500以内

・区画内の孔□150はφ150超える
　みなし開口部は□500を超える
　　⇒不成立
　みなし開口部は　　　の範囲と
　なる

・開口部は合板継ぎ目をまたいで
　いるが、開口部4周に桟があり、
　□500以内である
　　⇒成立

φ150

・間柱を切っているが、合板
　周囲は切り欠いていない
　単独孔はφ150以下である
　　⇒成立

合算して□500超え

・開口部は□500以内だが、
　区画されたみなし開口部が
　□500超える
　　⇒不成立

間柱切りφ100×3

□150

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

×

×

×

 

 

切欠き

　開口部の４周に合板がない場合

区画

　柱・梁・桟などに囲まれた範囲
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裏桟なし仕様の区画されていない領域の孔 

区画されていない領域でも以下の条件を満たす孔は、穴あきがないものとして扱うことができる。 

  ・孔寸法：φ150以下およびφ150に納まる小さい矩形の孔 

  ・区画されていない面材端部から100mm以上離れている。又は、孔からその面材端部までに裏桟を設けた場合。 

    裏桟仕様：孔幅＋100ｍｍ以上の裏桟(奥行30×見付40)、N50(CN50)@100以下、端あき15～20mm 

 ・区画されていない領域の孔は面材1面につき1つまでとする。 

φ150  ○ 

穴あきとはみなさない孔

φ150
φ150に納まる小さい
矩形の孔

φ150に納まる小さい矩形の孔  ○

面材端あき100mm未満の裏桟配置

孔

50mm
以上

100mm
未満

15mm
～20mm

面材内

面材
端部

N50(CN50)@100以内

・孔がφ150以下
・区画されていない面材端
　部から100mm以上離れて
　いる。
  　⇒成立

・孔がφ150に納まる小さ
　い矩形
・区画されていない面材端
　部から100mm未満
・孔からその面材端部の間
　に規定に則った裏桟の設
　置あり
  　⇒成立

100mm
以上

100mm
未満

1面材に対して1つの
φ150の孔  ○ 

ｽｲｯﾁ
1200mm
程度

ｺﾝｾﾝﾄ
300mm
程度

・孔がφ150
・面材端部から100mm以上
・面材1枚当たり1つの孔
  　⇒成立
100mm
以上

100mm
以上

 

切欠き 

・認めない。ただし、部分開口合板補強に該当すれば、それに準ずる。       

a
b

d
c

a
b

d=
40

0
c
=0

a+ｂ≦370、ｃ+ｄ≦400

ｈ≦400

・開口部は切欠かれている
　構造用合板としては不成立

　ただし、ｈ≦400であれば、
　部分開口補強構造用合板
　　｢押入｣としては成立

切欠きが認められる場合 部分開口 構造用合板

　　　　　　　 ｢押入｣規定

≦≒
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アルミ 
不等辺アングル 
9×40 ｔ＝1.5 
またはこれ以上 

 

(4)特殊なA工法仕様 

■アルミ材下地仕様 ※例 A-316 真壁裏桟なし アルミ下地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■入隅仕様（カ：対象壁勝ち、マ：対象壁負け、タ：単独壁）  

※A-111, A-112, A-113, A-131, A-161, A-213, A-222, A-232, A-233, A-234, A-241, A-242 

 下地材（縦受け材）30×40 N75@150 または N90@200 

 

 

■A 工法かさ上げ仕様 ※かさ上げルール(抜粋) 

土台と床又は桁と天井が離れている場合にかさ上げ材を付加することで、土台・桁がそのかさ上げ材面の高さにあると

みなして扱うことができる。なお、上下あき仕様の特例である上あき仕様は、手引きを参照し注意して利用すること。 

  ・かさ上げ寸法 a+b≦370mm 

  ・かさ上げ材  奥行90×見付45以上 

  ・かさ上げ用釘 N90又は同等長ビス@100mm以下 千鳥打ち 

a
b

a
b

a
b

大壁 四周打ち仕様 真壁 四周打ち仕様 大壁1間横使い　四周打ち仕様

・かさ上げ材に直
  接面材が留め付
  けられている。
  又は受け材を介
　してかさ上げ材
　に面材が留め付
　けられている。
　  ⇒成立

a
b

d
c

上下あき

・かさ上げ材に直接
　面材が留め付けら
　れていない。
　  ⇒不成立

a
b

・根太の間にかさ上げ材
　を設置し、隙間なく密
　実に土台に緊結。
  　⇒成立

a
b

・柱と桁及び土台が直接金
　物によって緊結されてい
　ることにより軸材で直接
　せん断力を伝達できる。

・かさ上げ材の最上段(床
　レベル、天井レベル)が
　柱と接しており、直接
　せん断力を伝達できる。
  　⇒成立

・軸材が金物によって直接
　緊結されていない。
  　⇒不成立

・かさ上げ材の最上段(床
　レベル、天井レベル)が
　柱と接していないため、
　直接せん断力を伝達でき
　ない。
  　⇒不成立

a
b

かさ上げ材と根太等との取り合い

かさ上げルールと柱接合部金物の取り付け位置

かさ上げ材
根太

上下あき仕様 ×

大壁、真壁、
1間横使い、
裏桟無し　 ○

金物とかさ上げ材の取り合い ○

かさ上げ材と柱材の取り合い ○

金物とかさ上げ材の取り合い ×

かさ上げ材と柱材の取り合い ×

かさ上げ材と根太の取合い 〇

a
b

真壁 裏桟なし仕様  

構造用合板 

タッピングビス（3×30） 
木ビス（コーススレッド）
(3.8×32） 
セルフドリルネジ（4×30） 
@100 以下 

木ビス 
（コーススレッド） 
(3.8×32） 
先孔φ3 
斜め打ち 
@100 以下 

構造用合板が浮く場合は 

アルミアングルに先孔を用いる 

対象壁負け 対象壁勝ち 

継手受材 下地材 

対象壁 

継手受材 下地材 

単独壁 

対象壁 

継手受材 下地材 

対象壁 



                                           2025.V1.0 

 

-9- 

４.減災協2025年度版 メーカー工法一覧 

 

（１） 壁全体で補強 

 （２）壁一部で補強（床・天井解体なし） 

（３）外部から壁を補強 

 （４）基礎を補強 基礎ランク 

 （５）接合部を補強 許容引張耐力 kN 

 

評価番号 

略称 

壁基準耐力 kN/m 

W-002.2 

コボット 
5.46 

W-007 

J フレーム 

4.47 

W-008 

SDU 工法 

8.63 

W-010 

荒壁パネル 
2.8 

W-011c 

Hi ダイナミック 

4.3 

W-018b 

TRC ダンパー 
3.3 

W023b 

L パワー 
2.0 

W-025.2 

木造 SRF(壁) 
9.8 

W-027 

ガルコン 
0.26kN/個 

W-035.3 

ログ耐力壁 
7.86 

W-036 

SIR 工法 

8.0 

W-037 

地球樹 M 

クロス 7.2 

W-038 

X-WALL 

5.0 

 

W-005.4 

かべ大将 
6.6 

W-006b 

かべつよし 
6.6 

W-017f 

ガーディアン 
ウォール 6.7 

W-017g 

ガーディアン 
フォース 7.2 

W-017h 

ガーディアン 
シールド 6.4 

W-017i 

ガーディアン 
クール 9.0 

W-019c 

パンチくん 
7.8 

W-032 

アラテクト 
5.3 

W-034 

NS 木造耐震 
デバイス 5.2 

 

W-004 

耐震ポール 
14.0kN/本 

W-013.4 

アイワン 
4.1 

W-014e.2 

ウッドピタ 
ブレース 4.5 

W-014f.2 

ウッドピタフレ 
ーム 5.5kN/本 

W-015b 

あんしん 
5.85 

W-015c 

あんしんかべ 
強化 5.9 

W-024a 

ガンコモン 
G1 3.04 

W-024b 

ガンコモン 
G2 2.93 

  

B-001 

無筋基礎補強 
基礎片側立上 
RC補強Ⅱ→Ⅰ 

B-002 

無筋基礎補強 
基礎片側全面 
RC 補強Ⅱ→Ⅰ 

B-003 

玉石基礎補強 
RC 基礎新設 
Ⅲ→Ⅰ 

K-001 

木造 SRF 
(基礎) 
Ⅱ→Ⅰ 

K-002 

がんこ 
おやじ 
Ⅱ→Ⅰ 

C-001 

柱脚金物補強 
（アンカーあり） 
10,15,20,25,30 

C-002 

柱頭引寄金物 
補強 
10,15,20,25,30 

C-003 

柱頭金物補強 
柱脚金物補強 
(アンカーなし) 
3.4～5.9 

 F-001.3 

ウッドピタ 
水平ブレ 
ース 
8.7 

J-002b 

JBRA-1 

20.1 

J-003 

接合補強シス 
テム「コボット」 
10.6（ヒノキ） 

J-004 

木造 SRF 
(接合部) 
22.8 

J-005.2 

土壁 RV 
5.2 

 

 

 

　耐震ﾊﾟﾈﾙ

 梁（桁）

 土台

 横桟

柱
105×105以上 

▲

ﾊﾟﾈﾙ上端

91
0

ﾊﾟﾈﾙ下端
▼

ﾊ
ﾟﾈ

ﾙ
高

さ
＝

27
00

以
下

　
（※

）

91
0

88
0以

下

 補強金物（柱頭・脚に取付）

床 10
0以

下
25

0以
下

※
必

ず
軸

高
さ

の
80

%以
上

の
高

さ
分

ﾊ
ﾟﾈ

ﾙ
を

張
る

こ
と

。

軸
高

さ
（横

架
材

間
の

芯
々

高
さ

）

天井

柱間隔 900～1000 
【mm】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 500以下〃

継手間柱(45×60以上)
間柱（30×60以上）

柱（105×105以上）

胴差（105×105以上）

土台
（105×105以上）

〃
〃

①N50外周100以下

②N50外周125以下

N50中通り200以下

『あんしん』

継手間柱(45×60以上)
間柱（30×60以上）

柱（105×105以上）

胴差（105×105以上）

 

「かべ強化」

500以下
500以下

,,
,,

900～1000 900～1000

横
架
材
間
内
法
　
19
40
～
29
70

施工仕様①直張り大壁工法　一般壁部

 

 

5
0

3
0
0

高延性材

(厚さ2.5mm以上)
高延性材

(厚さ2.5mm以上)

 

 

 

 

 

 

SRF補強後、釘増打N50@150

Ａ

 

2
1
0
0
~
2
9
0
0

700~3640

金
物
用
切
欠
き

2
1
0
0
~
2
9
0
0

700~3640

金
物
用
切
欠
き

既設梁

床根太及びふかし材

繋ぎ面材

ログ材柱既設柱

既設梁

繋ぎ面材

既設基礎

既設土台

ログ材

新設基礎

土台
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５.減災協 2025年度版 評価工法レーダーチャート 

 

（１） 壁全体で補強 

3

2

51

1

3

3

43

3

1

1

34

3

3

3

34

3

1

2

34

3

1

1

34

3

4

2

32

3

2

2

34

3

2

2

34

3

3

3

34

3

3

3

33

3

A-111
標準大壁

W-007
Ｊ-フレーム

W-002.2
　コボット

A-911
二ッ割筋かい

A-326
1間　横 ア

A-422
1間　横

A-423
1間　横

A-426
1間　横 ア

A-313
裏桟なし

A-316
裏桟なし ア

A-413
裏桟なし

W-008
SDU工法

W-010
荒壁パネル

W-018b
TRCダンパー

 W-025.2
木造ＳＲＦ(壁)

W-023b
　Lパワー

W-011c
Hiダイナミック

5

2

33

3

2

1

33

3

制 2

1

33

2

制3

1

33

2

制 5

4

33

2

1

3

53

2

W-035.3
ログ耐力壁

5

3

55

2

2

3

34

3

A-112
間柱なし

A-222
1間　横

A-223
1間　横

3

3

34

3

1

2

34

3

3

4

34

3

A-213
裏桟なし

2

3

34

3

A-113
裏桟なし

2

1

44

3

A-173
370開口

3

2

44

3

A-273
370開口

2

4

34

3

A-312
間柱なし

3

3

33

3

A-311
標準真壁

2

1

44

3

A-473
370開口

 

（２） 壁一部で補強（床・天井解体なし） 

W-006b
 かべつよし

W-005.4
 かべ大将

W-017f
ガーディアンウォール

W-017g
ガーディアンフォース

W-017h
ガーディアンシールド

W-019c
パンチくん

A-131
上下あき

A-134
かさ上げ

A-161
押入

A-233、カ
上下あき

A-435
上下あき

A-334
かさ上げ

A-442
上下あき

A-335
上下あき

A-453
長押

A-355
長押

A-465
押入

A-365
押入

A-232
上下あき

A-432
上下あき

2

5

34

5

3

5

34

5

2

4

34

5

2

5

35

5

2

5

35

5

1

3

35

5

3

5

35

5

3

5

35

5

2

4

35

5

2

5

35

5

2

4

35

5

1

2

35

5

2

5

35

5

3

5

35

5

2

5

35

5

3

5

35

5

2

5

35

5

2

4

35

5

4

5

34

4

4

1

34

4

4

4

34

4

制 5

2

45

5

3

5

34

5

2

5

35

5

4

3

33

4

3

4

44

5

W-034
NS木造耐震デバイス

4

3

33

4

A-242
上下あき

A-263
押入

A-234
上下あき

A-244
上下あき

A-433
上下あき

1

3

35

5

A-455
長押

A-463
押入

A-241
上下あき

1

3

35

5

A-485
長押

1

2

35

5

 

（３） 外部から壁を補強 

W-013.4
アイワン

W-014e.2
ウッドピタブレース

W-004
耐震ポール

W-015ｂ
あんしん

W-024a
ガンコモンG1

W-024b
ガンコモンG2

W-014f.2
ウッドピタフレーム

W-015ｃ
あんしんかべ強化

2

4

44

4

3

3

44

4

5

2

55

1

4

2

34

5

2

1

34

3

2

1

34

2

3

1

54

3

4

2

34

5

 

 

 

 

 

強度

コスト

居住性仕上性

施工性
制振効果も期待される工法ですが

ここでは耐力効果のみの評価です。
制
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６.減災協 2025年度版 工法選択表 壁系 

 

A：通風採光なし 

壁基準耐力 ～3.0kN/m 3.0～5.0kN/m 5.0～7.0kN/m 7.0kN/m 超 

床天井解体 有 無 有 無 有 無 有 無 

2 万円以下  A-453 

長押 

 A-131 上下あき 

A-233 上下あき 

A-241 1 間薄桟 

A-242 1 間横 

A-334 かさ上げ 

A-335 裏桟なし 

A-433 裏桟なし 

A-435 アルミ 

A-442 1 間横 

 A-134 

かさ上げ 

A-232 

上下あき 

A-234 

上下あき 

A-432 

裏桟あり 

ガーディアン 

ウォール 

  

3 万円以下  A-355 

長押 

A-244 

1 間 

薄桟 

 A-161 押入 

A-455 長押 

A-213 

裏桟なし 

 

ガーディアン 

シールド 

 

木造 SRF 

 

4 万円以下  A-263 

押入 

A-463 

押入 

A-465 

押入 

A-112 間柱なし 

A-113 裏桟なし 

A-222 1 間横 

A-311 標準真壁 

A-422 1 間横 

 A-111 

標準大壁 

A-413 

裏桟なし 

 

かべ大将 
 

 かべ 

つよし 

 

ログ 

耐力壁 

6 万円以下 A-223 

1 間横 

A-423 

1 間横 

A-365 

押入 

A-485 

長押 

A-273 370 開口 

A-312 間柱なし 

A-313 裏桟なし 

A-316 アルミ 

 A-911 

二ッ割 

筋かい 

あんしん 
かべ強化 

あんしん 

ＳＤＵ工法  

6 万円超え A-326 

1 間横 

A-426 

1 間横 

荒壁 

パネル 

 A-173 370 開口 

A-473 370 開口 

 

Hi ダイナミック 

ＴＲＣダンパー 

  
 

  ガーディ

アン 

フォー

ス 

 

 

B：通風採光あり 

壁基準耐力 ～3.0kN/m 3.0～5.0kN/m 5.0～7.0kN/m 7.0kN/m 超 

床天井解体 有 無 有 無 有 無 有 無 

2 万円以下         

3 万円以下    アイワン  NS 耐震 

デバイス 

  

4 万円以下 L パワー   ウッドピタ 

ブレース 
コボット 

 ログ 

耐力壁  
 

6 万円以下   Ｊフレーム     耐震ポール 

パンチくん 

6 万円超え  
ガンコモン 

G2 
 ガンコモン 

G1 
 ウッドピタ 

フレーム 
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７.減災協 2025年度版 参考金物リスト 

平成 12 年建設省告示第 1460号第 2 号：柱接合部金物 

記号 

N 値 

必要耐力 

Z マーク例 

凡例 

製品名(1 種または 2 種) 

メーカー 

短期基準引張耐力/N 値 

い 

N≦0.00 

0.0kN 

かすがい 

チャームかすがい 

 

株式会社カナイ 

2.4kN /0.45 以下 

－ － － 

ろ 

N≦0.65 

3.4kN 

CP-L 

チビクリ CK 

 

株式会社栗山百造 

3.6kN /0.67 以下 

ミニビルトコーナー※ 

 

株式会社カナイ 

3.6kN /0.68 以下※ 

スマートコーナー 

BX カネシン 

株式会社 

4.2kN / 0.79 以下 

－ 

は 

N≦1.00 

5.1kN 

CP-T 

コンパクトコーナー※ 

 

株式会社タナカ 

6.4kN /1.20 以下 

ホールダウンランサーII 

株式会社住宅構造 

研究所 

5.1kN / - 

DP-2 エーステンプレート・S

※ 

BX カネシン 

株式会社 

5.9kN /1.1 以下 

土壁 RV 

 

日興産業株式会社 

5.2kN / - 

に 

N≦1.40 

7.5kN 

短冊金物 

クリコーナーIII+ 

株式会社 

栗山百造 

8.0kN / 1.50 以下 

スリムプレート 

床合板仕様 

株式会社タナカ 

8.5kN / - 

J-003 接合補強システム 

コボット(土台スギ) 

株式会社国元商会 

8.23kN /1.55 以下 

－ 

ほ 

N≦1.60 

8.5kN 

短冊金物 

タイシンコーナー 

 

株式会社カナイ 

8.5kN / 1.6 以下 

フリーダムコーナー 

 

株式会社カナイ 

8.8kN / 1.6 以下 

N-1.6 短ざく金物 300 

株式会社カナイ 

9.4kN / 1.70 以下 
－ 

へ 

N≦1.80 

10.0kN 

HD-B10 

スリムヘビー10※ 

 

BX カネシン株式会社 

10.7kN /2.00 以下※ 

シナーコーナー※ 

 

株式会社タナカ 

11.6kN /2.10 以下※ 

柱交換用パイプ 

コーナー 

株式会社タナカ 

12.1kN / - 

J-003 接合補強システム 

コボット(土台ヒノキ) 

株式会社国元商会 

10.6kN /2.01 以下 

と 

N≦2.80 

15.0kN 

HD-B15 

オメガコーナー15kN II 

 

株式会社タナカ 

15.5kN /2.9 以下 

リフォームコーナー 

15kN 用 

株式会社タナカ 

16.8kN / - 

ホールダウンハング 

株式会社住宅構造研究所 

 

15kN /- 

フリーダムホール 

ダウン B 

株式会社カナイ 

15.6kN / 2.9 以下 

ち 

N≦3.70 

20.0kN 

HD-B20 

オメガコーナー 

20kN 用※ 

株式会社タナカ 

24.5kN /4.6 以下※ 

ヘビーコーナー20kN※ 

 

BX カネシン株式会社 

20.4kN /3.80 以下※ 

ホールダウンボルダ 20 

株式会社住宅 

構造研究所 

20kN / - 

J-004木造SRF接合部補強工法 

構造品質保証 

研究所株式会社 

22.8kN /- 

り 

N≦4.7 

25.0kN 

HD-B25 

クリホールダウン III 

KHD III-15・20・25 

株式会社栗山百造 

25.8kN /4.80 以下※ 

スタンドコーナー ボス 25 

 

株式会社住宅構造研究所 

25kN / - 

HD ジョイント 25kN 用 

 

株式会社タナカ 

28.8kN/5.40以下※ 

－ 

ぬ 

N≦5.6 

30.0kN 

HD-B15×2 

クリホールダウンⅢ 

KHDⅢ-30・35 

株式会社栗山百造 

37.4kN /7.00 以下※ 

プルースホール 

ダウン 40 

BX カネシン株式会社 

40.3kN /7.60 以下※ 

J-002.2 JBRA-1 システム 

J 建築システム 

株式会社 

46.0kN /- 

－ 

 

※ 仕様が複数あるため代表例を記載し、引張耐力及び N 値は代表例のものを記載。 

  J の番号の工法については、3 章評価シートにて詳細に記載。 
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